
みなまたロボットコンテスト 基本ルール 
 

①大会コース 

・大会で使用するコースは下記コース図のとおり。ただし、ミッションが設定されるの

は左半分のみとする。 

・サイズは 1181mm×1143mm、素材はターポリン。 

・競技マットは床の上にそのまま設置し、周囲を木製の壁で囲む。壁はコース全体を囲

むように設置する。 

 【コース図】 

   

※このコースは NPO 法人 HITO プロジェクト様より許可をいただき使用いたします。 

 

②使用機材やプログラムについて 

  ・使用機材一式（ノート PC、ロボットキット）は当日に水俣環境アカデミアから貸し

出すものを使用する。 

  ・ロボットとパソコンの接続は原則無線での接続とする。 

  ・ロボットの組み換えとプログラミングは当日の練習時間及びプログラム調整時間に

行う。 

・ロボットは組み立て済みのものを使用する。組み換えは自由とするが、サイズは

250mm x 250mm x 250mm 以下とすること。このサイズにはケーブルも含まれる。  

    

③競技ルール 

 ・参加者に関して 

  チーム編成は行わず、原則１人での参加とする。 

・競技の実施 



当日は競技を２回行う。 

１回目と２回目の間に 30 分のプログラム調整時間を設ける。 

 

 ・制限時間 

各競技制限時間は 120 秒とする。 

  時間の記録は次の競技終了タイミングとする。 

   A.制限時間が 120 秒を超える。 

   B.競技開始後に参加者がロボットに触れる。 

   C.ロボットが大会コースから完全に外れる。 

   D.競技開始後に参加者が競技オブジェクトに触れる。 

   E.ロボットが完全に停止し、参加者が「ストップ」と宣言を行う。 

 

④順位の決定方法 

 順位は次の優先順位のとおりとする。 

1 2 回の競技でのベストスコアが高い順 

  2 2 回の競技のベストスコア時のタイムが早い順 

  3 競技のセカンドスコアが高い順 

  4 競技のセカンドタイムが早い順 

  5 同着順位とする  

 

⑤表彰に関して 

・小学生、中学生、高校生のそれぞれ 1 位を表彰する。 

 ただし、一定の得点に満たない場合は表彰しない場合もあります。 

・審査員特別賞を１名表彰する。 

 

⑥注意事項 

・競技エリアには参加者本人のみが入ること。ただし、不安な参加者は保護者等の同席を

認めるが、参加者本人の力で取り組むこと。 

・スタッフや他チームに対して、妨害や迷惑になることを行ってはならない。また、スタ

ッフから指示があった場合は速やかに従うこと。 

・選手以外の人から必要以上にサポートやアドバイスなどがあった場合にはスタッフか

ら注意する場合がある。 

 


